
色 
 

ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
ゴ
マ
を
作
っ
て
色
の
不
思
議
実
験 

 

篠
崎 

勇
さ
ん 

  
 

 
 

 
 
 

 

今
回
は
、
色
に
つ
い
て
の
簡
単
な
実
験
を
、
子
ど
も
の
こ
ろ
遊

ん
だ
「ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
ゴ
マ
」を
使
っ
て
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

実
は
色
と
い
っ
て
も
、
虹
の
よ
う
な
「
色
」
と
、
絵
の
具
の
よ
う

な
「色
」が
あ
り
ま
す
。 

虹
は
光
の
中
の
様
々
な
成
分
が
分
か
れ
て
虹
色
が
現
れ
た
も

の
で
す
。
逆
の
説
明
す
る
と
、
虹
色
を
混
ぜ
る
と
白
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
一
方
、
絵
の
具
は
い
ろ
い
ろ
な
色
を
混
ぜ
る
と
だ

ん
だ
ん
黒
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
光
る
画
面
は
、

赤
（
Ｒ

レ
ッ
ド

）
・
緑
（
Ｇ

グ
リ
ー
ン

）
・
青
（
Ｂ

ブ
ル
ー

）
の
光
が
混
ざ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
色

を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「光
の
三
原
色
」と
い
い
ま
す
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
の
プ
リ
ン
タ
ー
イ
ン
ク
に
は
、
青
緑
（
Ｃ

シ
ア
ン

）
・
赤
紫

（
Ｍ

マ
ゼ
ン
タ

）・黄
（
Ｙ

イ
エ
ロ
ー

）の
三
つ
の
色
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
色
を 

    

）

 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

   

  

混
ぜ
て
い
ろ
い
ろ
な
色
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
色
の
三
原
色
」

で
す
。 

で
は
、
左
の
真
ん
中
に
あ
る
よ
う
な
コ
マ
を
回
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
ど
の
よ
う
な
色
や
パ
タ
ー
ン
が
現
れ
る
で
し
ょ
う
？ 

ま
た
、
左
下
の
コ
マ
に
は
色
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
れ
を
回

す
と
色
が
現
れ
て
き
ま
す
。
不
思
議
で
す
ね
。
こ
れ
は
私
た
ち
の

眼
の
網
膜
に
あ
る
色
を
感
じ
る
細
胞
と
そ
の
情
報
を
処
理
す
る

大
脳
の
ま
ち
が
い
で
、
存
在
し
な
い
も
の
が
見
え
て
し
ま
う
（
錯

視
）と
い
う
現
象
で
す
。 

小
難
し
い
理
屈
よ
り
も
、
や
っ
て
み
る
と
面
白
い
で
す
よ
。 

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
左
下
の
コ
マ
に
は
色
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
れ
を
回

す
と
色
が
現
れ
て
き
ま
す
。
不
思
議
で
す
ね
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
眼

の
網
膜
に
あ
る
色
を
感
じ
る
細
胞
と
そ
の
情
報
を
処
理
す
る
大
脳
の

ま
ち
が
い
で
、
存
在
し
な
い
も
の
が
見
え
て
し
ま
う
（
錯
視
）
と
い
う

現
象
で
す
。 

小
難
し
い
理
屈
よ
り
も
、
や
っ
て
み
る
と
面
白
い
で
す
よ
。 

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

篠崎 勇さん 

静岡高校、静岡東高校などの理

科の先生を歴任され、退職後、「ふ

じのくに地球環境史ミュージア

ム」のボランティアガイドとして

活躍されています。 

深い理科教育をめざす「静岡・ 

高校理科サークル」で活動され 

ています。 

「ふじのくに地球環境史博物

館」） 

などを歴任、静岡東高校で定年 

退職。長年、生徒にとって興味 

深い理科教育をめざす「静岡・ 

高校理科サークル」で活動され 

ています。 

 

 

mochinic

hi 

 
 

 

ふ
じ
の
く
に
地
球
環
境
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド 

高
校
の
元
理
科
の
先
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毎
月
第
三
日
曜
日 

今月のお話 



バスでお越しの場合  

静岡駅北口５,６番線からのすべてのバス 

巴町下車  徒歩７～8 分 

０９０－５６２０－６０７０ 

利用法など、何でもご相談いただけます 

 

横内町静岡学園前 
     ◆ 

   
               

 

 
声と喉を鍛えましょう  
 

 言語聴覚士の村上由美さんが、著書『声と話し

方のトレーニング』の中で、言語聴覚士が考える

「いい声」を、「バランスがよい声」と表現していまし

た。「呼吸」と「発声」、「発音」とがバランスよく機能

している、ということなのだそうです。そして、この

「バランスのよい声」を自分のものにするために、イ

ンナーマッスル（身体の深部にある比較的小さな

筋肉。深層筋。）を鍛えましょう！と。 

なんと「ラジオ体操」がよいのだそうです。先日、

私は軽い軽いぎっくり腰になりました。筋力が衰え

ている証拠ですね(涙)。私もラジオ体操を始めな

ければ！（もちろん、静岡市の「しぞ～かでん伝体

操」もよさそうです(^^)。） 

「声のワークショップ」の時間には、皆さんとご一緒

に、楽しく脳を活性化させ、喉を鍛えましょう♪ 
 
 

最後に、望月保夫さんの指揮と 

アコーデオン伴奏で合唱しましょう 

・ 小さい秋みつけた  ・赤とんぼ 

・ ABCの歌（きらきら星） 

・ 川の流れのように 

 

 

予
告 

十
月
の
ミ
ニ
講
話 

 
 
 
 

遠
藤
博
之
先
生 

た
ん
ぽ
ぽ
診
療
所 

遠
藤
博
之
先
生
を
お
招
き
し
ま
す
。
先
生
の
お
話
は
い
つ

も
、
人
が
生
ま
れ
、
生
き
て
死
ぬ
こ
と
、
介
護
や
看
取
り
に

つ
い
て
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

 

恒例の  

上藤美紀代による   お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

 
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
静
岡
で
は
、
毎
月
交
互
に
、
伝
馬
町
横

内
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ま
る
け
あ
伝
馬
町
横
内
）

と
、
静
和
会
城
東
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
相
談
の
専

門
職
の
方
が
い
ら
し
て
、
皆
様
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
看
護
師
、
介
護
専
門
職
、
家
族
介
護
相
談

者
、
心
理
専
門
職
な
ど
が
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

年
内
の
予
定 

 

９
月 

山
本
桂
子
さ
ん 

ま
る
け
あ
伝
馬
町
横
内 

 
 
 

 
 
 

社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士 

10
月 

河
野
な
な
こ
さ
ん 

城
東
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー 

 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・介
護
福
祉
士 

11
月 

小
作
徳
光
さ
ん 

ま
る
け
あ
伝
馬
町
横
内
所
長 

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
社
会
福
祉
士
・ 

介
護
福
祉
士 

１２
月 

荻
野
久
美
子
さ
ん 

城
東
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

 

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・栄
養
士 

 

 

バスでお越しの場合、静岡駅北口から、５，６

番のすべてのバスで、横内町静岡学園前下

車。徒歩 5分。バス停に案内人がいます。 

 

 

090－5620－6070 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1482843640/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2lsbHVzdGltYWdlLmNvbS9waG90by8xMTcyLnBuZw--/RS=^ADB0wDDaC3XklSpwwk9cFg4x7GGM4M-;_ylt=A2RinFp4FGFYqEUAQVGU3uV7



